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会議の名称 令和 6年度 名取市自然と地域とのふれあい活動推進委員会 

 

開催日時  令和 7年 2月 12日（水）午前 10時から午前 11時 50分 

 

開催場所  名取市役所 6階第 3会議室 

 

出席委員   東 義也委員   佐藤 真一委員  菅野 美穂子委員 

佐竹 清夫委員  加藤 啓子委員  佐伯 美和委員 

加藤 祐市委員  大橋 信彦委員  平井 充委員 

布田 美代子委員 伊藤 かをる委員 星 香苗委員 

（委員 13名中 12名出席） 

会議傍聴者 なし 

 

事務局職員 『名取市生活経済部』 

小畑 和弥 生活経済部長 

 

『名取市生活経済部クリーン対策課』 

朽木 康裕  クリーン対策課長 

石川 雅一  クリーン対策課長補佐兼クリーン対策係長 

佐々木 里香 主幹兼環境保全係長  

髙橋 賢悟  環境保全係主事 

 

審議等の内容 

 

１．開会 

 

２．委員長挨拶  委員長 菅野 美穂子 

 

３．委員紹介 

①欠席者の報告。 
②東 義也委員、佐藤 真一委員、布田 美代子委員、以上３名の委員就任報告。 
③委員による自己紹介。 

 
４．議事 

（１）副委員長の選出 
  ①委員の推薦により、東 義也委員を副委員長に選出。 
 
（２）令和６年度の事業実施状況について 
 ①事務局より配布している資料に基づき説明。 
 ②委員の指摘から資料の文言について、一部修正。 
 ③議長が質疑等を求め、各委員から次のような質疑・意見等があった。 

 
委 員：水生生物観察会に関連した話として、市で検討していただきたいことがある。

増田川の土砂の堆積がひどく、水生生物保護の観点から、県による浚渫(し
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ゅんせつ)の対応について市から要望を出せないか。 

 
事務局：県土木事務所へそのような要望は届いていると伺っているが、詳細について

は担当部署への確認が必要だと思う。 
 

④質疑応答の後、令和 6年度実施事業に講師として参加した委員から、感想や
次年度に活かせるような助言をいただいた。 

 
 
（３）令和７年度の事業実施計画（案）について 

  ①事務局より配布している資料に基づき説明。 
  ②議長が質疑等を求め、各委員から次のような質疑・意見等があった。 
 

委 員：令和 7年度野外活動体験会の事業内容にテントの張り方とあるが、テント
張りを行う場合、実施予定場所のトレイルセンターでは風が強く吹く時が
あるので、子どもを対象としたイベントならば風で飛ばされないように注
意して開催する必要があると思う。 

 
事務局：テントの張り方についてはまだ（案）の状態であるが、実施する際は安全

面には十分に考慮する。 
 
 
委 員：野外活動体験会について、マッチの使い方が分からない子どももいると聞

く。火育は重要な教育項目だと思うので、今後も継続して続けて欲しい。 
  

 
委 員：海浜植物の観察会も実施して欲しい。時期は 5～6月が望ましい。 
 
事務局：今後の事業で取り入れるか検討させていただく。 
 
 
委 員：その他実施事業の五社山自然散策路環境整備事業について、駐車場整備の

説明があったが、中ノ沢登山口までの道で道路まで枝が伸びている箇所も
あったので、そちらもにも枝打ちなど対応をお願いしたい。 

 
事務局：定期的に巡視をするなど、危険な場所等の把握に努めていく。 
 

 
議 長：その他ありますでしょうか。 
委 員：（質問等なし） 
議 長：質問等がないようなので、これにて議事を終了します。 
 
５．その他  事務局より報告事項の共有。 
 
６．閉会 

以上 


